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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
二
十
一
世
紀
に
入
っ
て

早
く
も
六
年
目
の
新
春
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
間
、
世
界
は
ま
す
ま

す
混
迷
の
度
合
い
を
深
め
、
私
た

ち
の
前
途
も
視
界
不
良
で
す
。

そ
う
し
た
不
安
材
料
の
中
で
、

秋
田
の
み
な
ら
ず
日
本
全
体
の
焦

眉
の
問
題
は
、
や
は
り
少
子
化
に

よ
る
人
口
減
少
と
、
社
会
全
体
の

高
齢
化
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

政
府
な
ど
の
予
測
で
は
、
百
年
後

日
本
の
人
口
は
ほ
ぼ
半
減
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
人
口
は
お
よ
そ
一
億
二

千
万
人
余
り
で
す
か
ら
、
二
一
〇

〇
年
代
の
は
じ
め
の
わ
が
国
の
人

口
は
、
約
六
千
万
人
前
後
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
問
題
は
、
こ

の
数
字
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
で

す
。過

去
の
統
計
に
よ
る
と
、
六
千

万
人
と
い
う
数
字
は
今
か
ら
七
十

七
年
前
の
一
九
二
九
年
、
す
な
わ

ち
昭
和
四
年
ご
ろ
の
日
本
の
総
人

口
に
匹
敵
す
る
そ
う
で
す
。
つ
ま

り
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
だ
け
の

年
月
を
費
や
し
て
増
や
し
た
人
口

を
、
お
よ
そ
百
年
か
け
て
元
に
戻

そ
う
と
し
て
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

昭
和
初
期
と
い
え
ば
、
日
本
の

社
会
が
農
業
や
軽
工
業

を
中
心
と
す
る
時
代
か

ら
、
重
工
業
型
へ
の
転
換
を
め
ざ

し
つ
つ
つ
つ
あ
る
時
期
で
、
そ
の

軋
轢
が
も
た
ら
す
激
烈
な
不
況
に

陥
っ
て
い
た
時
期
で
す
。
折
し
も

ア
メ
リ
カ
発
の
大
恐
慌
の
影
響
を

も
ろ
に
受
け
、
日
本
国
内
で
の
生

活
に
見
切
り
を
つ
け
た
人
々
が
、

満
州
を
は
じ
め
と
す
る
大
陸
に
、

大
挙
し
て
出
て
行
っ
た
時
期
で
も

あ
り
ま
し
た
。

時
代
の
大
転
換
期
と
い
う
意
味

で
は
、
こ
の
十
数
年
は
ま
さ
に
そ

う
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和
初

期
と
の
違
い
は
、
当
時
は
有
り
余

る
人
口
を
養
い
き
れ
ず
、
大
陸
と

い
う
新
天
地
に
望
み
を
つ
な
い
だ

の
に
対
し
、
現
在
は
逆
に
人
口
減

少
へ
の
対
策
に
四
苦
八
苦
し
て
い

る
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

私
は
、
も
し
か
し
て
こ
れ
は
日

本
と
い
う
国
、
あ
る
い
は
秋
田
と

い
う
地
域
社
会
に
と
っ
て
、
千
載

一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
い
い

ま
す
と
、
昭
和
初
期
当
時
の
人
口

に
戻
る
と
い
う
こ
と
は
、
国
土
面

積
が
ほ
ぼ
同
じ
の
イ
ギ
リ
ス
や
フ

ラ
ン
ス
の
現
状
に
近
づ
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

良
く
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
英
仏

両
国
は
、
経
済
規
模
で
は
日
本
に

及
ば
な
い
も
の
の
、
国
家
と
し
て

の
存
在
感
は
日
本
に
勝
る
と
も
劣

ら
ず
、
と
り
わ

け
国
際
的
な
発

言
力
は
彼
ら
の

方
が
勝
っ
て
い

る
と
い
わ
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
れ
ら

の
国
で
暮
ら
す
人
々
の
間
か
ら
、

自
ら
の
人
口
に
つ
い
て
、
少
な
す

ぎ
る
と
い
う
よ
う
な
嘆
き
や
不
満

が
聞
こ
え
て
き
た
こ
と
は
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
老
大
国

の
有
り
様
は
、
ま
さ
に
日
本
の
こ

れ
か
ら
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
口
減
少
に

よ
り
、
ひ
と
り
あ
た
り
の
空
間
や

面
積
は
当
然
な
が
ら
広
く
な
り
ま

す
。
そ
れ
を
最
大
限
活
用
し
た
社

会
や
産
業
を
創
造
し
、
の
び
の
び

か
つ
ゆ
っ
た
り
と
し
た
生
き
方
が

出
来
る
国
や
地
域
の
出
現
に
備
え

る
べ
き
時
期
が
近
づ
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

あ
の
終
戦
直
後
、
大
陸
や
南
方

か
ら
の
引
揚
げ
者
を
加
え
て
も
、

日
本
の
総
人
口
は
八
千
万
人
ほ
ど

で
し
た
。
現
在
の
三
分
の
二
ほ
ど

の
人
口
で
日
本
人
は
戦
後
の
混
乱

期
を
乗
り
切
り
、
後
に
世
界
第
二

の
経
済
大
国
と
な
る
た
め
の
基
盤

作
り
を
行
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
人
口

減
少
も
あ
な
が
ち
悪
い
こ
と
ば
か

り
で
は
な
い
と
思
え
て
き
ま
せ
ん

か
。
ひ
と
り
あ
た
り
の
生
産
性
を

上
げ
れ
ば
、
そ
れ
は
メ
リ
ッ
ト
に

も
な
り
う
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

と
も
あ
れ
、
新
し
い
年
が
、
皆

様
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。

新春随想
人
口
減
は
千
載
一
遇
の
好
機

西
　
木
　
正
　
明

（
作
家
・
昭
和
34
年
卒
）

二
〇
〇
五
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章

等
で
塚
本
隆
久
（
昭
29
卒
）、
辻
兵

吉
（
昭
19
卒
）、
佐
藤
時
幹
（
昭
17

卒
）、
信
太
敏
彦
（
昭
29
卒
）、
菅

原
脩
二
（
昭
22
卒
）、
矢
野
浩
（
昭

26
卒
）、
佐
々
木
毅
（
昭
36
卒
）、

井
上
隆
明
（
昭
25
卒
）、
中
村
正

（
昭
17
卒
）
の
各
氏
が
受
章
（
賞
）

さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

☆
瑞
宝
重
光
章

塚
本
隆
久
氏
（
昭
和
29
卒
）
農
林

水
産
行
政
事
務
功
労
。
元
林
野
庁

長
官
。

☆
旭
日
中
綬
章

辻
　
兵
吉
氏
（
昭
和
19
卒
）
産
業

振
興
功
労
。
昭
和
六
十
一
年
か
ら

通
算
十
五
年
間
、
秋
田
商
工
会
議

所
会
頭
。
平
成
十
五
年
か
ら
秋
田

高
校
同
窓
会
会
長
。

☆
旭
日
小
綬
章

佐
藤
時
幹
氏
（
昭
和
17
卒
）
地
方

自
治
功
労
。
元
阿
仁
町
議
会
議
員
、

同
議
長
。

☆
瑞
宝
双
光
章

信
太
敏
彦
氏
（
昭
和
29
卒
）
郵
政

事
業
功
労
。
元
金
岡
郵
便
局
長
。

菅
原
脩
二
氏
（
昭
和
22
卒
）
学
校

保
健
功
労
。
能
代
市
内
の
小
中
高

校
の
学
校
医
を
長
く
務
め
る
。

矢
野
　
浩
氏
（
昭
和
26
卒
）
教
育

功
労
。
能
代
一
、
東
雲
、
八
森
中

学
校
長
な
ど
を
歴
任
。

☆
紫
綬
褒
章

佐
々
木
毅
氏
（
昭
和
36
卒
）
政
治

学
・
政
治
思
想
史
研
究
功
績
。
東

京
大
学
法
学
部
教
授
、
学
部
長
を

経
て
平
成
十
三
年
か
ら
同
大
学
長

を
四
年
間
。
現
学
習
院
大
法
学
部

教
授
。

☆
地
域
文
化
功
労
者

井
上
隆
明
氏
（
昭
和
25
卒
）
元
秋

田
経
法
大
学
長
、
文
芸
評
論
家
。

☆
学
校
保
健
・
文
部
科
学
大
臣
表
彰

中
村
　
正
氏
（
昭
和
17
卒
）
元
秋

田
北
高
等
学
校
・
学
校
歯
科
医
。

辻
会
長
ら
に
叙
勲

慶
祝


